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2010年を振り返りますと，わが国の政治･経済状況は激動の連続であったといえ

ます．第2代民主党政権は国内外の種々の難問に立ち向かっていますが，円高対策

にみられますようにグローバル化の進行に押され，1国だけの対処では問題の解決

は困難なようです．今や私たちは，世界規模の共生に真剣に取り組むべき時代を生

きているといえるでしょう．言語聴覚障害学分野の研究･臨床においても，海外の

研究者との共同研究や海外に向けた研究情報の発信が以前にも増して重要となって

きました．本誌では英語の原著論文を受け付けておりますので，是非挑戦なさって

ください．

今号には聴覚障害，自閉症，失語症に関する論文が5編掲載されています．小渕

千絵氏の論文では，近年関心が高まってきた「聴覚情報処理障害(auditory proces-

sing disorders:APD)」に対する評価と指導のあり方が検討されています．河村幸

恵氏の論文では自閉症児の聴覚過敏への指導過程が分析され，対処法が導出されて

います．林圭輔氏と中川ゆり子氏の論文は認知神経心理学における情報処理モデル

やMITを臨床適用したもので，病態の特徴と各理論の有用性が緻密に検討されて

います．また，古川大輔氏の論文では失語症患者の日常生活における言語使用の実

態が浮き彫りになっています．臨床に密着したこれらの研究は，読者の方々の研究

と臨床に多くのアイデアを提供してくれるものと思います．

(藤田郁代)
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